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５年ぶりのふくし餅つき大会５年ぶりのふくし餅つき大会
ぺったんぺったん！ぺったんぺったん！
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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　がんばっていることはバスケットボールの活動です。練習
の時には、みんなで助け合い、苦手とする技の習得に励ん
でいます。今は６年生最後の試合に向けて、練習をがんばっ
ています。

太田　琥
こ

太
た

郎
ろ う

さん
八幡小学校６年生

今月の表紙　　山鹿ロータリークラブふくし餅つき大会山鹿ロータリークラブふくし餅つき大会
　12月５日、さくら湯横の広場で山鹿ロータリークラブ
主催のふくし餅つき大会が行われ、市内の小中学校・施設
から子どもたち約 150 人が参加しました。餅つき大会は
2011 年から行われていますが、コロナ禍の影響で５年ぶ
りの開催となりました。子どもたちは大人から餅のつき方
や丸め方などを教わり、楽しんでいました。

防災行政無線の放送内容を聞くことができます。
※放送後24 時間以内　※通話料有料

問防災監理課  ☎（43）1113☎（41）9077

　実施予定のイベントに変更が生じる場合が
あります。主催の問い合わせ先に確認いただく
か、山鹿市ホームページなどで確認ください。

問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●
　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！



〈主な出演実績（令和６年）〉※この他年間200回程度
２月　山鹿灯籠浪漫・百華百彩（山鹿市）
８月　山鹿灯籠まつり（山鹿市）
９月　成田伝統芸能まつり（千葉県成田市）
11月 台北国際旅行博 (ITF)（台湾台北市）
11月 伝統的工芸品月間国民会議全国大会（石川県金沢市） 募　集　内　容

〈踊り手〉
　高校生〜20代独身の女性
〈地方〉
　唄・三味線・笛・太鼓に興味のある人
　（性別不問）
※未経験の人でも大歓迎です
〈練習会日程〉
毎週火・金　午後７時半〜９時半▲見学・入会

　申し込みフォーム

じかた
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　山鹿灯籠踊り保存会では、会員（踊り手・地方）を募集して
います。
　昭和32年に、山鹿市の観光 PRと灯籠踊りを保存・継承する
ために設立された山鹿灯籠踊り保存会は、現在、踊り手25人・
地方 22人の会員で活動をし、芸の向上と後継者育成に励んで
います。
　年間を通しての練習や市内でのボランティア活動、小中高生へ
の踊り指導の他、全国各地の祭りやイベントにも出演しています。

●申込期間　１月６日㈪〜20日㈪
●申し込み　山鹿市ホームページ（専用サイト）
　　　　　　郵送（当日消印有効）
　　　　　　市役所窓口（３階総務課）
　　　　　　※窓口での受け付けは平日のみ
●選考方法　面接（２月上旬実施予定）
●任用期間　４月１日㈫〜令和８年３月31日㈫
●募集職種　情報処理員、保育士、看護師、保健師、調理師など

※詳しくは市ホームページに掲載します。（１月６日㈪公開予定）

▲山鹿市

令
和
７
年
度

山
鹿
市
会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す

【募集概要】

問総務課職員係　☎（43）1117

問山鹿灯籠踊り保存会事務局（観光課内）　☎（43）1579
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
７
年
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
元
旦
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登

半
島
地
震
に
始
ま
り
、
観
測
史
上
記
録
的
な
猛
暑
が

長
期
間
続
い
た
ほ
か
、
９
月
に
は
地
震
被
害
か
ら
の

復
興
の
矢
先
に
、
再
び
能
登
半
島
で
豪
雨
が
発
生
す

る
な
ど
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
温
暖
化
へ
の
対
応

に
翻
弄
さ
れ
る
一
方
で
、
日
々
実
感
さ
せ
ら
れ
る
物

価
高
騰
も
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
２
月
に
健
幸
都
市
宣
言

を
行
い
「
健
幸
な
ま
ち
山
鹿
」
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
、
ま
た
、
新
た
な
工
業
団
地
を
選
定
し
、
企
業

誘
致
や
進
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
、
そ

し
て
人
口
減
少
を
抑
制
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
は
「
選
ば
れ
る
山
鹿
」
を
掲
げ
る
本

市
の
最
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
山
鹿
を
舞
台
に
し
た

木
庭
撫な

で
し
こ子

監
督
に
よ
る
『
骨
な
し
灯
籠
』
の
超
ロ
ン

グ
ラ
ン
上
映
や
夏
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
荒
木
遼り

ょ
う
た
ろ
う

太
郎
選
手
の
活
躍

は
、
私
た
ち
山
鹿
市
民
に
大
き
な
誇
り
と
希
望
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
９
月
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

促
進
事
業
と
し
て
初
め
て
行
っ
た
台
湾
友
好
祭
や

10
月
の
市
民
の
健
康
と
幸
せ
を
目
指
す
山
鹿
市
健

幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
そ
し
て
11
月
に
は
か
ほ
く

ま
つ
り
と
同
時
開
催
し
た
全
国
モ
ン
ブ
ラ
ン
大
会

２
０
２
４
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
盛
会
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
全
国
モ
ン
ブ
ラ
ン

大
会
２
０
２
４
は
、
西
日
本
一
の
産
地
で
あ
る
「
や

ま
が
和
栗
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
、
た

い
へ
ん
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
改
め
て
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
結
び
に
、
本
市
は
、
１
月
15
日
を
も
っ
て
新
し
い

山
鹿
市
と
な
り
、20
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

旧
１
市
４
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
強
み
を
持
ち
寄

り
、
一
つ
の
市
と
し
て
創
意
工
夫
し
な
が
ら
進
ん
で

き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
日
々
の
歩
み
が
、

山
鹿
市
を
前
に
進
め
、
さ
ら
に
進
化
し
た
山
鹿
市
を

創
り
出
す
力
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
市
民

の
夢
と
希
望
を
形
に
す
る
「
山
鹿
創
生
」
の
実
現
に

向
け
、
今
ま
で
以
上
に
魅
力
と
活
気
あ
る
住
み
続
け

た
い
山
鹿
市
、
選
ば
れ
る
山
鹿
市
を
目
指
し
、
日
々

精
進
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に

満
ち
た
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

「20 周年」という節目の年

山鹿市長  早
は や

田
た

 順
じゅん

一
い ち

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
７
年

 

ト
ピ
ッ
ク
ス
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永な
が

田た　

紘こ
う

二じ

北き
た
は
ら原　

昭し
ょ
う

三ぞ
う

冨と
み
ま
る丸

洋よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

服は
っ
と
り部　

香か

よ代

有う

働ど
う　

辰た
つ

喜き

勢せ
い

田だ　

昭し
ょ
う

一い
ち

芋い
も

生う

よ
し
や

小お

川が
わ　

榮え
い

二じ

松ま
つ

見み　

真し
ん
い
ち一

金か
な
み
つ光　

一い
っ
せ
い誠

古ふ
る
か
わ川　

和か
ず
ひ
ろ博

山や
ま
し
た下　

誠せ
い

治じ

豊と
よ

田だ

新し
ん

二じ

郎ろ
う

高た
か
は
し橋　

龍り
ゅ
う

一い
ち

隈く
ま

部べ　

賢け
ん

治じ

原は
ら　
　

芳よ
し
ろ
う郎

深ふ
か
ま
き牧　

大だ
い
す
け助

永な
が

田た　

壮た
け
ひ
ろ拡

関せ
き
ぐ
ち口　

和か
ず
よ
し良

ことしもどうぞよろしくお願いいたします
山鹿市議会議員一同

市民の声を起点にして

山鹿市議会議長  服
は っ と り

部 香
か よ

代

※�政治家が、選挙区内にある人に対し、年賀状などの時候のあいさつ状を出すことは、公職選
挙法により禁止されています。この紙面をもって、年頭のあいさつに代えさせていただきます。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め

と
す
る
自
然
災
害
の
多
発
や
世
界
各
地
で
の
緊
迫
す
る
情

勢
不
安
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
影
を
落
と
す
出
来
事

が
続
き
ま
し
た
。一方
で
、
2
0
2
4
パ
リ
オ
リ
ン
ピッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
選
手
の
活
躍
に
よ
り
、
勇
気
づ
け
ら

れ
た
人
も
多
い
の
で
は
ない
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
オ
リ
ン
ピッ

ク
に
は
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
と
し
て
鹿
央
町
出
身
の
荒
木

遼
太
郎
選
手
が
出
場
す
る
と
い
う
う
れ
し
いニュー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は『
や
ま
が
和
栗
』
の

ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
展
し
、
全
国
モン
ブ
ラ
ン
大
会
の
開
催
が

実
現
し
た
こ
と
で
、
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
る
きっか
け
に

な
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
起
点
に
、
諸
問
題
を

全
議
員
で
共
有
し
、
議
論
を
重
ね
課
題
解
決
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
てい
る
小
学

生への
主
権
者
教
育
の
出
前
授
業
は
、一定
の
評
価
を
得
て
、

全
国
の
議
会
か
ら
視
察
を
受
け
入
れ
てい
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
な
る
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
、
議
会

と
し
て
の
責
任
を
果
た
すべく
尽
力
し
て
まい
り
ま
す
。

　
特
に
人
口
減
少
対
策
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
将

来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
共
に
明
る
い
未
来
を

築
い
てい
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
年
が

健
や
か
で
幸
多
き一年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
議
員一同
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
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❶❶

❺❺

❹❹

❸❸

❷❷

①モンブランの審査をする様子②岩野神楽
③乙女の舞④モンブラン大会の PRタイム
⑤⑥⑦丸太トライアスロン⑧ふくもちまき

❻❻

❼❼

❽❽

広報やまが 2025.1　広報やまが 2025.1　６６

11月 16日・17日開催
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７th

７　７　2025.1 広報やまが2025.1 広報やまが

①立花綾
あや

香
か

さん②ふれあい動物園③太極拳演舞
④フラダンス⑤クラシカルトレイン⑥出店の料理を
食べる参加者⑦山鹿中太鼓部⑧お楽しみ抽選会
⑨フィジカルコミュニケーション⑩安井政

まさ

史
じ

さん

❶❶

❷❷

❾❾

❻❻ ❼❼

❸❸ ❹❹

❽❽

❿❿

❺❺
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12月８日開催
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問問秘書広報課　☎ (43)1110
山鹿灯籠の起源　大宮神社

ゴールはさくら湯
初湯はいかがですか♨

ゴ
ー
ル
☆

ゴ
ー
ル
☆

のりと和紙だけで
作られた　金灯籠

よみがえった芝居小屋　八千代座山鹿灯籠の世界を楽しむ　山鹿灯籠民芸館

国指定史跡　岩原古墳群
（写真は岩原双子塚古墳）

紅葉も美しい岳間渓谷・金原の滝 西日本一の生産量　やまが和栗
天然のウォータースライダーが人気

矢谷渓谷

樹齢千年と推定される国の特別
天然記念物　アイラトビカズラ

クイズの答えQ1：山鹿ようかん　Q2：釘ノ花の滝　Q3：番所の棚田　Q４：来民渋うちわ

　　回ってたら　ラッキー♪
石のかざぐるま　一本松公園

初日の出も見られるかも？
不動岩からの眺め

Q1：明治時代から親しまれてきたこの和菓子は？
　　間違えたら振り出しに戻る

Q3：彼岸花が咲き誇る菊鹿町の棚田は？
間違えたら２マス戻る
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ト
ピ
ッ
ク
ス

やまがすごろくやまがすごろく 制作：地域おこし協力隊　伊藤真
ま き

紀

山鹿の名所や特産品、クイズを盛り込んだオリジナルすごろくです。
準備するもの
・コマ（小さなおもちゃ、コインなど）
・サイコロ（ない場合は、六角形型鉛筆の各面に数字を書いて使うなど）
遊び方
・ジャンケンで勝った人から順番にサイコロを振り、出た目の数だけ進みます。
・クイズのマスに最初に止まった人は、クイズに挑戦します（答えは右下にあります）。
・最後はサイコロの出た目がちょうどでないと上がれません。余った分は戻ります。

山鹿灯籠の起源　大宮神社

ス
タ
ー
ト
♪

ス
タ
ー
ト
♪

４〜５月が旬のスイカ鹿央物産館の大賀ハス康平寺のイチョウ

江戸時代から続く
岳間茶で一服　一回休み熊本県内一の生産量　タケノコ

古代山城　鞠
きく

智
ち

城熊本県出身初の内閣総理大臣
清浦奎

けい

吾
ご

伯を学ぶ　清浦記念館 日本遺産　御
み う た

宇田井手

　　回ってたら　ラッキー♪
石のかざぐるま　一本松公園旧鹿本鉄道　菊池川鉄橋

お正月に山鹿の魅力を再認識してみませんか？

Q2：別名　鹿北のナイアガラ
この滝の名前は？　正解したら１マス進む

Q ４：400 年以上の歴史があるこの伝統工芸品は？
　正解したら１マス進む



問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第46号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市  や ま が
あなたのそばに隣保館　皆さんの来館をお待ちしています！
　山鹿市には山鹿隣保館、鹿本隣保館、鹿央隣保館の３つの隣保館があり、お互いの人権を大切にする気持ち
を育み、差別や偏見をなくしていくよう、山鹿市の人権啓発の中心施設としてさまざまな取り組みを行ってい
ます。子どもから高齢者まで多くの人に利用していただき、誰もが安心して暮らせる街を目指しています。
　人権の研修や学習の場として、利用をお待ちしています。

◀️職場の人権研修に隣保館を利用している様子。
　山鹿市内はもちろん、県内各地から研修を受け入れています。
　個人でもグループでも人権学習や研修の実施についてぜひ相
　談ください。

めのだけ小２年生の生活科見学で鹿央隣保館を訪れた時の様子。▶️
子どもたちは勤務する職員の業務内容や教養講座などについて
館長へ積極的に質問し、理解を深めていました。
生活科や社会科など、教育の一環として施設見学や人権教育など
での活用をお待ちしています。

●山鹿隣保館　☎️（43）1133　　●鹿本隣保館　☎️（46）2325　　●鹿央隣保館　☎️（36）3133
各隣保館の問い合わせ先

広報やまが　2025.1　10

新 成 人 の 皆さん へ
軽い気持ちで契約しない軽い気持ちで契約しない
うまい話に飛びつかないうまい話に飛びつかない

ネットの情報に流されないネットの情報に流されない

契約をせかす者は相手にしない契約をせかす者は相手にしない
借金をしてまで契約しない借金をしてまで契約しない

きっぱり断ることも勇気！
相談は「188」

問山鹿市消費生活センター　☎（43）0188
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山鹿市長選挙
山鹿市議会議員一般選挙　の投票日です

選挙当日の投票時間：午前７時から午後７時まで

【投票の仕方】
　選挙当日に投票する場合、市長選挙は投票用紙にスタ
ンプで○印を押し、市議会議員一般選挙は候補者氏名を
書いて投票します。
　期日前投票または不在者投票をする場合、市長選挙・
市議会議員一般選挙ともに、候補者氏名を書いて投票し
ます。投票用紙をよく確かめて、間違いのないようご注
意ください。

【投票できる人】
・満18歳以上（平成19年２月３日までに生まれた人）
・�他市町村からの転入者は、令和６年10月 25日までに
転入届を提出し、引き続き住所を有する人

【投票所の変更】
選挙当日の投票所を下記のとおり変更します。投票
所入場券を確認の上、来場ください。

【変更前】 【変更後】

鹿本高校
セミナーハウス

山鹿勤労福祉会館
(市営墓地内 )

選挙当日に投票所へ行けない人は、
期日前投票・不在者投票を利用ください。

２月２日㈰は

①期日前投票
対象：仕事・旅行・冠婚葬祭などの理由で、選挙当
　　　日に投票所に行けないことが見込まれる人
投票所：・山鹿市役所　１階会議室
　　　　・鹿北市民センター　・菊鹿市民センター
　　　　・鹿本市民センター　・鹿央市民センター
※期日前投票期間中は上記のいずれの投票所でも投
　票できます。
投票できる期間と時間：１月27日㈪〜２月１日㈯
　　　　　　　　　　　午前８時半〜午後８時
持ってくるもの：投票所入場券
※入場券がなくても選挙人名簿で確認ができれば投
　票できます。（別途、宣誓書の記入が必要です）

②他市町村での不在者投票
対象：長期出張などの理由で、期日前投票期間中お
　　　よび選挙当日に各投票所へ行くことができな
　　　い人
投票方法：選挙管理委員会に問い合わせください。

③指定病院などでの不在者投票
対象：指定された病院などに入院または入所中の人
　　　で、不在者投票をする人
投票方法：指定病院などに問い合わせください。

問問選挙管理委員会　選挙管理委員会　☎（☎（4433））15941594
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

「健幸なまち山鹿」を目指して健幸都市宣言を行いました。
※健幸とは…健やかで幸せに暮らすこと。
このページでは健幸に関する情報をお届けします！
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献血献血にご協力ください！にご協力ください！ 問熊本県赤十字血液センター　☎ 096(384)6725

献 血 日 1月28日㈫

場　　所 JA鹿本本所

受付時間 午前９時半〜
11時45分

新型コロナワクチン（定期） 高齢者インフルエンザ（定期） 子どもインフルエンザ（任意）

対　象　者

接種日時点で本市に住民登録がある、次の①または②に該当す
る人
①65歳以上
（接種日に65歳になっている人）
②60～64歳で、以下に該当する人
・心臓、腎臓または呼吸器の機能で、日常生活が極度に制限
 される程度の障がいがある人
・ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に、日常生活が
 ほとんど不可能な程度の障がいがある人
 （内部障害で身体障害者手帳１級程度を持っている人）

接種日時点で本市に住民登録
がある生後６カ月～18歳（高
校３年生相当）までの人
（平成19年４月１日までに生
まれた人）

接 種 期 間 ３月31日㈪まで（医療機関
の診療日のみ） １月31日㈮まで（医療機関の診療日のみ）

実 施 機 関

山鹿市および熊本市北区植木町の受託医療機関
※予診票は受託医療機関にあります。
※受託医療機関以外のかかりつけ医で接種を希望する人は、
　接種前に手続きが必要ですので、事前に健康増進課に問い
　合わせください。

山鹿市、熊本市北区植木町
などの受託医療機関

自己負担額
2100円 1500円

2500円／回
※市県民税非課税世帯および生活保護世帯の人は免除

持　参　品

免除対象者は、令和６年６月以降交付の令和６年度市県民税課
税台帳記載事項証明書（世帯全員が記載されている証明書）ま
たは生活保護証明書
※コンビニ発行の市県民税課税台帳記載事項証明書は不可

母子健康手帳

助 成 回 数 １回 生後６カ月～12歳　２回
13歳～18歳　    　１回

予防接種の一部助成はインフルエンザワクチンは 1 月末、予防接種の一部助成はインフルエンザワクチンは 1 月末、

●「はたちの献血」キャンペーン●「はたちの献血」キャンペーン
　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用血液
が不足しやすい季節です。熊本県では１～２
月の２カ月間「はたち」の若者を中心に、広
く県民の皆さんに対して献血を呼びかけてい
ます。特に若い人で献血をしたことがない人
は、ぜひ協力をお願いします。

400ミリリットル献血・成分
献血に協力をお願いします

新型コロナワクチンは 3 月末で終了します新型コロナワクチンは 3 月末で終了します
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１月の休日在宅当番医および当番薬局１月の休日在宅当番医および当番薬局
日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

５日㈰ 坂本医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 江上薬局グリーン・ファーマシイ
12 日㈰ 三森循環器科呼吸器科医院 山鹿いちご薬局
13 日㈷ うちだ内科医院 / 大坂整形外科医院 えいせい堂薬局 / ハニー薬局
19 日㈰ 平井藤岡医院 / 松永整形外科リウマチ科 きりん薬局

26 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院
/ はとの眼科クリニック 山鹿新町薬局 / みうた薬局

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健幸手帳〜健幸手帳〜

各健診の対象者には、個別に案内通知を郵送します。

　毎週金曜日の午前９時半～11時
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業各種母子保健事業

　予約制ですので、事前に右記二次元
コードまたは、健康増進課に電話で予約
してください。　　 予約はこちらから▶︎

お子さんの発達、子育ての悩みなど、
心配なことは健康増進課に相談ください。

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会 ☎（44）2086〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉
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旧優生保護法にかかる補償金などの申請受け付けを開始します旧優生保護法にかかる補償金などの申請受け付けを開始します

令和７年度　各種がん検診希望調査票を郵送します令和７年度　各種がん検診希望調査票を郵送します
　19歳以上の人に、１月下旬に希望調査票を郵送します。令和７年度に山鹿市の各種がん検診を希望する人は、
この時期に忘れずに申し込みください。
◦�申し込み方法
　①調査票に記入の上、同封している封筒に入れて郵便ポストまたは回収箱へ投函
　　回収箱設置場所：山鹿健康福祉センター（健康増進課）、山鹿市役所（国保年金課）、各市民センター
　②インターネット（希望調査票に記載している二次元コードを読み込んで返信）

　がん検診は「がんによる早すぎる死亡を予防する（早世予防）」ためのものです。
がんは誰もが心配すべき病気です。早く見つければ治る可能性が高いですが、早期のがんは自覚
症状がないため検診を受けないと見つけられません。定期的な検診でがんを早期発見しましょう。

　１月17日㈮から、昭和23年から平成8年までの間に旧優生保護法に基づき優生（不妊）手術や人工妊娠中
絶を受けた人に対する補償金などの受け付けが始まります。
●補償金
(1) 対象　旧優生保護法に基づく優生手術を受けた人や配偶者、本人や配偶者が亡くなられている場合は遺族
(2) 支給額　本人　1500万円、配偶者　500万円
●優生手術・人工妊娠中絶一時金
(1) 対象　旧優生保護法に基づく優生手術または人工妊娠中絶を受けた人（現在ご存命の人）
(2) 支給額　①優生手術　320万円　②人工妊娠中絶　200万円

問熊本県旧優生保護法相談窓口　☎ 096(333)2352
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2025 年農林業センサスにご協力ください
　２月１日㈯現在で、全国一斉に ”農林業の国勢調査 ”といわれる「2025年農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、農林業の現状を調べ、今後の農林業施策に役立てるために５年ごとに実施される極めて大切な調査
です。
　１月中旬から調査員が農林業関係者を訪問しますので、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願
いします。調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんので、ご協力をお
願いします。

◦体育館◦体育館　　
　４日㊏〜６日㊊　9：00〜　４日㊏〜６日㊊　9：00〜
　　近県中学生ハンドボール強化錬成大会　　近県中学生ハンドボール強化錬成大会
　13日㊗　８：00〜　13日㊗　８：00〜
　　山鹿市『二十歳のつどい』　　山鹿市『二十歳のつどい』
　18日㊏・19日㊐　８：00〜　18日㊏・19日㊐　８：00〜
　　熊本県下高校剣道大会兼全国高校剣道選抜大会予選　　熊本県下高校剣道大会兼全国高校剣道選抜大会予選
　25日㊏　８：00〜　25日㊏　８：00〜
　　全九州卓球選手権大会県予選（一般の部）　　全九州卓球選手権大会県予選（一般の部）
　26日㊐　９：00〜　26日㊐　９：00〜
　　熊本県高等学校卓球新人個人戦兼全国高校選抜卓球　　熊本県高等学校卓球新人個人戦兼全国高校選抜卓球
　　大会個人２部予選　　大会個人２部予選

カルチャースポーツセンターカルチャースポーツセンター
イベント情報（１月）イベント情報（１月）

◦多目的グラウンド◦多目的グラウンド
　３日㊎〜６日㊊　９：00〜　３日㊎〜６日㊊　９：00〜
　　第 27回ニューイヤーサッカー in YAMAGA2025　　第 27回ニューイヤーサッカー in YAMAGA2025
　12日㊐　７：00〜　12日㊐　７：00〜
　　山鹿市消防団出初式　　山鹿市消防団出初式

問問��カルチャースポーツセンター　☎(43)カルチャースポーツセンター　☎(43)00900090

調査結果の活用事例
●食料・農業・農村基本計画　　　　　●森林・林業基本計画

●地方交付税の算定の基礎資料　　　　●各種統計調査の母集団名簿

調 査 時 期

調 査 方 法

調 査 内 容

2025年１月中旬〜２月中旬

経営している農業の種類、農業・林業の労働力・
経営耕地、保有山林、農産物・林産物の販売など

統計調査員が調査票の配布と回収を行います。
統計調査員の回収に代えて、オンライン（スマー
トフォンやタブレット）による回答も可能です。

問問��総務課　☎(43)総務課　☎(43)11171117

▲山鹿市

※各イベントの時間は、開会時間とは異なる場合があり
　ます。詳しくはイベント主催者へ問い合わせください。
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　国民年金は、老後の暮らしや病気やけがで障がいが残ったときなど、いざという
ときの生活を現役世代みんなで支える制度です。

どんな人が加入するの？
　日本に住む 20歳以上 60 歳未満のすべての人に国民年金の加入が義務付けられています。

老後のためだけではありません
　国民年金には、年を取ったときの「老齢年金」の他、病気やけがで障がいが残ったときの「障害年金」、
加入者が死亡したときに遺族が受け取れる「遺族年金」があります。

国民年金の加入について
　20歳になってから、おおむね２週間以内に以下の書類が自宅に郵送されます。

　※厚生年金または共済年金に加入している人を除きます。
　※ 20 歳になったときに配偶者（厚生年金、共済年金に加入している人）の扶養となっている人は、配偶者
　　の勤務先で国民年金第３号被保険者の手続きをしてください。

保険料を納めることが難しい場合
　学生や、所得が少ないなどの理由で保険料を納めることが難しいときは、申請すると免除を受けることがで
きます。ただし、前年度の所得や世帯状況によっては免除を受けられない場合もありますので、詳しくはご相
談ください。

20 歳になったら国民年金

「ねんきんネット」や「電子申請」を利用しましょう！
　ねんきんネットは、パソコンやスマートフォンで自分の年金情報を 24 時間いつでもどこでも手軽に確認で
きるサービスです。また、電子申請はインターネットで国民年金の加入や保険料免除申請の手続きができます。
ぜひ利用しましょう。

問国保年金課後期医療年金係　☎（43）1576

「基礎年金番号通知書」「国民年金保険料納付書」
「保険料免除納付猶予制度、学生納付特例制度の申請書」「返信用封筒」
その他、加入や納付についての案内文などが同封されます。

※�免除が承認された期間は、保険料を全額納めた人に比べると、将来の年金の受給額が少なくなります。
免除した保険料は、10年以内に申請すると、さかのぼって納めることができます。
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今
月
の
市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
期
限

①
市
県
民
税
　
　
　
　
　（
第
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税
　
　（
第
８
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
７
期
）

◦
納
期
限
　
１
月
31
日
㈮

納
付
場
所

◦�

山
鹿
市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど

※�

納
付
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

納
付
書
裏
面
を
参
照
く
だ
さ
い
。

※�

携
帯
電
話
な
ど
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
活

用
し
て
、
納
税
に
関
す
る
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ー
ル
の
通
知
番
号
】

　
　
０
７
０（
１
８
３
８
）６
１
４
９

問
税
務
課
収
納
係
①
②

☎（
43
）１
１
４
４

　
国
保
年
金
課
③
☎（
43
）１
５
７
６

 

お
知
ら
せ



 

お
知
ら
せ

♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp山鹿市方保田3514-1

建設業の許可  石工事  熊本県知事般ー2  第12675号 

新年あけましておめでとうございます

・お墓をきれいにしたい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

お 墓 の メ テン ナ ン ス

墓誌のご記名
など

お済みですか？

ご相談
ください！！

ことしも皆さま
がご多幸で
ありますよう、
心からお祈り
申し上げます。

あまびえの♥ゆとりんです♥

〈 

有
料
広
告 

〉

　
本
年
は
、
施
設
ま
た
は
営
業
で
調

理
の
業
務
に
従
事
す
る
調
理
師
の
届

け
出
が
必
要
な
年
で
す
。
熊
本
県
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
届
け
出
を

導
入
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◦�

対
象
者
　
調
理
師
免
許
を
お
持
ち

の
人
で
、
県
内
の
飲
食
店
、
施
設
、

学
校
、
保
育
園
な
ど
に
勤
務
し
て

い
る
人
（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）

◦�

届
け
出
内
容
　
令
和
６
年
12
月
31

日
現
在
の
氏
名
、
住
所
、
そ
の
他

の
事
項

◦�

届
出
期
間
　
１
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈬

◦�

届
け
出
方
法
　
オ
ン
ラ
イ 

ン(

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
届
け
出)

ま
た
は
郵
送(

就
業

地
が
熊
本
市
の
場
合
は
熊
本
市
役

所
・
山
鹿
市
の
場
合
は
山
鹿
市
役

所
・
そ
の
他
は
県
内
各
保
健
所
）

問
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

問�
福
祉
課
　
　
　
☎（
43
）１
１
６
７

 �

令
和
６
年
度

 

調
理
師
業
務
従
事
者
の
届
け
出▲オンライン届け出

　1 月 15 日㈬に山鹿市は合併 20 周年を迎えます。　1 月 15 日㈬に山鹿市は合併 20 周年を迎えます。
　これまでの 20 年間の歩みに感謝すると共に、市政に功労してこ　これまでの 20 年間の歩みに感謝すると共に、市政に功労してこ
られた皆さんを表彰する記念式典を下記のとおり開催します。られた皆さんを表彰する記念式典を下記のとおり開催します。

山鹿市合併 20周年記念式典を開催します山鹿市合併 20周年記念式典を開催します

日時　1 月 19 日㈰　午前９時半開場　午前 10 時開演日時　1 月 19 日㈰　午前９時半開場　午前 10 時開演

会場　山鹿市民交流センター文化ホール会場　山鹿市民交流センター文化ホール

内容　�市政功労者表彰（一般表彰、自治功労表彰、福祉の増進・産業・内容　�市政功労者表彰（一般表彰、自治功労表彰、福祉の増進・産業・
文化・スポーツなどの振興の発展に貢献した個人や団体）文化・スポーツなどの振興の発展に貢献した個人や団体）

　　　�アトラクション（キャッチフレーズ & ロゴマーク総選挙結果　　　�アトラクション（キャッチフレーズ & ロゴマーク総選挙結果
発表、山鹿灯籠踊り保存会の踊り披露など）発表、山鹿灯籠踊り保存会の踊り披露など）

【注意事項】【注意事項】
　会場の都合上、文化ホール内は来賓および被表彰者のみの入場と　会場の都合上、文化ホール内は来賓および被表彰者のみの入場と
し、一般の人は会議室でのテレビモニター観覧となります。また、し、一般の人は会議室でのテレビモニター観覧となります。また、
駐車場には限りがありますので、乗り合わせや公共交通機関をご利駐車場には限りがありますので、乗り合わせや公共交通機関をご利
用ください。用ください。

問問秘書広報課　秘書広報課　☎ (43)1110☎ (43)1110

※�市民交流センター内※�市民交流センター内
では、フォトコンテでは、フォトコンテ
ストなどの掲示も予ストなどの掲示も予
定しています。定しています。
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税金の申告相談は最寄りの税理士へ！

大古閑順二（山鹿市中）　　 (43)7801
大渕　賢之（山鹿市山鹿）　 (44)0880
川上　　學（山鹿市菊鹿町）(48)2679

木村　三洋（山鹿市方保田）(48)1787

《南九州税理士会山鹿支部》

井形　　聡（山鹿市山鹿）　 (43)2288

坂井　博治（山鹿市古閑）　 (43)8893
小松　大祐（山鹿市名塚）　 (43)5622

〈 

有
料
広
告 

〉

 

お
知
ら
せ

案　内　版　案　内　版　InformationInformation

組
み
を
検
討
す
る
場
合
、
計
画
認

定
申
請
の
事
前
準
備
の
調
査
対
象

者
把
握
の
た
め
、
１
月
31
日
㈮
ま

で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
確
認
く
だ
さ
い
。

問�
農
業
振
興
課
　
☎（
43
）１
５
５
６

 �
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

 
交
付
金
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　　「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
農
業
の
持
続
的
発
展
と
農
業

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
健
全
な
発

揮
を
図
る
た
め
、
環
境
保
全
に
効
果

の
高
い
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
で
制
度
変
更
を

検
討
中
で
、
予
算
措
置
内
容
は
未
確

定
で
す
が
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
取

り
組
み
検
討
の
参
考
用
に
現
在
の
制

度
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
支
援
対
象
は
、
化
学
肥
料
・
化
学

合
成
農
薬
の
使
用
を
都
道
府
県
の
慣

行
レベル
か
ら
原
則
５
割
以
上
低
減
す

る
取
り
組
み
に
加
え
、
地
球
温
暖
化

防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
に
効

果
の
高
い
営
農
活
動
（
有
機
農
業
、

堆
肥
の
施
用
、
カ
バ
ー
ク
ロッ
プ
な
ど
）

を
合
わ
せ
て
行
う
取
り
組
み
で
す
。

◦�

対
象
者
　
農
業
者
の
組
織
す
る
団

体
な
ど

◦�

対
象
と
な
る
農
地
　
農
業
振
興
地

域
内
な
ど
の
農
地

◦�

事
業
要
件
　
主
作
物
に
つ
い
て
販

売
す
る
こ
と
を
目
的
に
生
産
を

行
っ
て
い
る
こ
と
。
環
境
負
荷
低
減

の
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
各
取
り
組
み

に
チェッ
ク
し
て
い
る
こ
と
な
ど
。

※�

新
た
に
交
付
金
活
用
を
希
望
す
る

人
は
、
農
業
振
興
課
に
相
談
く
だ

さ
い
。
令
和
７
年
度
か
ら
の
取
り

▲山鹿市

　
現
在
、
水
道
管
の
凍
結
事
故
が
発

生
し
や
す
い
時
季
と
な
っ
て
い
ま

す
。
水
道
管
が
凍
結
す
る
と
、
水
が

出
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
修
理
に

多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
事
前

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
凍
結
防

止
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◦
凍
結
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

　
・�

風
当
た
り
の
強
い
屋
外
に
あ
る

水
道
管

　
・
日
陰
に
あ
る
水
道
管

　
・�

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

 �

冬
は
水
道
管
の
凍
結
に

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

◦
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　�

　
メ
ー
タ
ー
横
の
止
水
栓
を
止
め

て
、
お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
事
業
者
が
不
明
な
場

合
は
、
山
鹿
市
管
工
事
業
協
同
組

合
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）４
５
８
４

問�

水
道
局
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
６
１

漏 水 の 見 分 け 方
パ イ ロ ッ ト は 、水 が 流 れ る と 回 る 仕 組 み に
な っ て い ま す 。
蛇 口 が 閉 ま っ て い る の に パ イ ロ ッ ト が 回 っ
て い る 場 合 は
漏 水 の 可 能 性
が あ り ま す 。

◦
凍
結
防
止
の
仕
方

　�

　
水
道
管
に

保
温
材
を
巻

き
ま
す
。
蛇

口
が
破
損
し

や
す
い
の
で
、

し
っ
か
り
と

水
道
管
を
包

ん
で
く
だ
さ

い
。
保
温
材

と
し
て
布
や

毛
布
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
保

温
材
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を

巻
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　�

　
タ
オ
ル
や
布
な
ど
を
水
道
管

に
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
お

湯
を
掛
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

気
長
に
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
掛
け
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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〈 

有
料
広
告 

〉

　
１
月
か
ら
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務

署
で
は
、
申
告
書
な
ど
の
控
え
に
収
受

日
付
印
の
押
な
つ
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
書
面
申
告
な
ど
に
お
け
る
申
告
書

な
ど
の
提
出
（
送
付
）
の
際
は
、
申

告
書
な
ど
の
正
本
（
提
出
用
）
の
み

を
提
出
（
送
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
な
ど
の
控
え
へ
収
受
日
付

印
の
押
な
つ
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
必

要
に
応
じ
て
、
自
身
で
控
え
の
作
成

お
よ
び
保
有
、提
出
年
月
日
の
記
録
・

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�
山
鹿
税
務
署
　
☎（
44
）２
１
８
１

※�

自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択

 

申
告
書
な
ど
の
控
え
へ
の
収
受

 

日
付
印
の
押
な
つ
に
つ
い
て

▲�国税庁

 
し
尿
収
集
運
搬
手
数
料（
汲
み

 
取
り
料
）の
改
定
の
お
知
ら
せ

　　
４
月
１
日
㈫
か
ら
次
の
と
お
り
汲

み
取
り
料
（
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
）

を
改
定
し
ま
す
。

　
汲
み
取
り
業
者
は
、
左
記
の
事
業

者
で
す
。

問�

㈲
高
原
商
会
　
☎（
43
）２
８
３
０

　
㈲
山
鹿
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）７
４
０
５

　
㈱
松
岡
清
掃
公
社

　
　
☎
０
９
６（
２
７
２
）０
３
０
１

　
㈲
平
成
美
掃

　
　
☎
０
９
６（
２
７
２
）２
３
１
９

旧料金旧料金
3月 31 日3月 31 日㈪㈪までまで
12.112.1 円（税込み円（税込み））

新料金新料金
４月１日４月１日㈫㈫からから
14.314.3 円（税込み円（税込み））

 �

山
火
事
に
ご
用
心
！

　　
山
火
事
は
、
例
年
春
先
の
ほ
か
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落
葉
な

ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
強
風
な
ど
に
よ
り
た
き
火
が
燃

え
移
り
、
山
火
事
発
生
の
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
の
原
因
の
多
く
が
、
火
の

取
り
扱
い
の
不
注
意
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
森
林
の
大
切
さ
を

認
識
し
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
山
火
事
予
防
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
こ
と
に
留
意
く
だ
さ
い
。

①�

枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

②�
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

③�

火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必
ず

受
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な
実
施

体
制
を
と
る
。

④�

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
し
て
、

投
げ
捨
て
な
い
。

問�

熊
本
県
森
林
保
全
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
８
５
９

 

お
知
ら
せ

 

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

 （
＃
９
９
１
０
）通
報
の
お
願
い

　　
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路
に

お
け
る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路

異
状
を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
窓
口

で
す
。
こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
通
報
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
速
や
か
に
応
急

処
置
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
、
道
路
の
異
状
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
路

異
状
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か

 

保
護
犬
や
猫
の
ト
ラ
イ
ア
ル

 

制
度
を
始
め
ま
し
た
！

　　 

ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本
か
ら

保
護
犬
や
猫
の
譲
渡
を
受
け
る
際

に
、
先
住
犬
や
猫
と
の
相
性
の
確
認

や
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
希
望
す
る
人
は
、

一
定
期
間
（
原
則
２
週
間
以
内
）
ト

ラ
イ
ア
ル
（
お
試
し
飼
育
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問�

ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本

☎
０
９
６
４（
27
）８
１
１
５

▲熊本県動物
　愛護

に
＃
９
９
１
０
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５
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お
知
ら
せ

 
山
鹿
市
難
病
友
の
会

 「
き
ず
な
の
会
」
サ
ロ
ン
の
開
催

　　
難
病
患
者
・
家
族
、
支
援
者
が
気

軽
に
話
が
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
参

加
費
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
２
月
５
日
㈬
　
午
後
１
時

半
～
（
30
分
～
１
時
間
予
定
）

◦�

場
所　
鹿
本
地
域
振
興
局
３
階
小

会
議
室

※�

会
員
の
体
験
談
発
表
を
予
定

問�

き
ず
な
の
会
事
務
局（
山
鹿
保
健
所
）

　
　
　
　
　
☎（
44
）４
１
２
１

 

募
　
集

◦
対
象
者

　
①
本
市
に
居
住
す
る
人
の
被
扶
養
者

　
②�

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

　
③�
学
業
成
績
が
優
秀
な
人
ま
た
は

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
人

　
④�
他
の
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給

付
を
受
け
て
い
な
い
人
（
予
定

が
な
い
人
）

◦
貸
し
付
け
人
員
　
若
干
名

【
入
学
支
度
金
】

◦
貸
付
金
額

　
高
校
・
大
学
な
ど
　
40
万
円
以
内

◦
申
請
期
間
　
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

◦
貸
し
付
け
時
期
　
３
月
上
旬

◦
利
息
　
無
利
息

◦�

返
還
方
法
　
貸
与
終
了
後
半
年
間

据
え
置
き
、
毎
月
１
万
円
以
上
の

返
還
、
一
括
、
月
賦
、
半
年
賦
ま

た
は
年
賦
の
い
ず
れ
か
の
方
法

※�

奨
学
金
は
奨
学
生
に
貸
与
す
る
も

の
で
、
卒
業
後
に
自
ら
返
還
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
返
還
金
は
次

の
奨
学
金
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

奨
学
金
の
申
請
条
件
、
返
還
方
法

な
ど
を
十
分
に
理
解
の
上
、
申
請

く
だ
さ
い
。

※�

提
出
の
際
は
、
申
請
者
本
人
の
同

 

市
奨
学
資
金
申
請
受
け
付
け

 （
貸
与
型
入
学
支
度
金
）

行
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
請
書
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
　
☎（
43
）１
３
９
６ ▲山鹿市

 

香
害
に
つ
い
て
ご
理
解
を

 

お
願
い
し
ま
す

　　
柔
軟
剤
な
ど
の
香
り
で
頭
痛
や
吐

き
気
が
す
る
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま

す
。自
分
に
と
っ
て
快
適
な
香
り
が
、

必
ず
し
も
他
の
人
に
も
快
適
に
感
じ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
香
り
の
感
じ

方
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
誰
も

が
つ
ら
い
思
い
を
「
し
な
い
・
さ
せ

な
い
」
た
め
に
も
「
香
水
を
つ
け
る

部
分
や
量
に
気
を
付
け
る
」「
合
成

香
料
を
含
ん
だ
製
品
を
使
用
す
る
際

は
使
用
量
を
守
る
」
な
ど
、
周
り
の

人
へ
の
十
分
な
配
慮
を
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
問�

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

 

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無
料

で
す
が
、教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦�

訓
練
内
容　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
か
ら
実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
技

能
を
習
得
し
、
就
職
に
有
利
な
パ

ソ
コ
ン
資
格
取
得
ま
で
を
目
指
す

訓
練
で
す
。

◦
定
員
　
８
人

◦
募
集
期
限
　
１
月
31
日
㈮

◦�

訓
練
期
間
　
３
月
４
日
㈫
〜
５
月

30
日
㈮

◦
テ
キ
ス
ト
代

　
税
込
み
約
７
７
０
０
円

◦�

訓
練
場
所　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も

と
（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁

目
51
︲
３
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

▲熊本県立高等
　技術専門校

 

放
課
後
児
童
支
援
員
・
補
助

 

員
募
集

　
就
労
な
ど
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭

に
い
な
い
小
学
生
に
、
遊
び
や
生
活

の
場
を
提
供
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
学
童
保
育
）
の
支
援
員
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。

◦�

勤
務
内
容　
平
日
の
下
校
後
か
ら

午
後
６
時
ご
ろ
ま
で
の
間
、
ま
た

は
土
曜
日
や
長
期
休
暇
期
間
の
日

中
に
児
童
が
安
全
か
つ
安
心
し
て

遊
び
や
生
活
が
で
き
る
よ
う
お
世

話
を
し
ま
す
。

◦�

資
格

　
・�

支
援
員
　
放
課
後
児
童
支
援
員

の
資
格
を
持
つ
人

　
・
補
助
員
　
不
要

◦�

勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
土
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

　
・�

授
業
日
　
下
校
か
ら
午
後
６
時

（
３
〜
６
時
間
程
度
）

　
・�

学
校
休
業
日
　
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
（
８
時
間
程
度
）

※�

勤
務
時
間
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◦�

勤
務
先　
市
内
の
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

※�

支
援
員
な
ど
を
募
集
し
て
い
な
い
ク

ラ
ブ
も
あ
る
た
め
、
詳
し
く
は
子

ど
も
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
課
　
　
☎（
43
）１
５
１
４
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お
知
ら
せ

 

催
　
し

　
日
常
生
活
で
支
援
を
必
要
と
す
る

人
が
地
域
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
中

で
暮
ら
す
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

◦�

テ
ー
マ
　
地
域
共
生
社
会
講
演
会

～
支
え
、
支
え
ら
れ
る
山
鹿
を
目

指
し
て
～

◦�

日
時
　
２
月
８
日
㈯
　
午
後
２
時

 
障
が
い
者
支
援

 

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

◦�

日
時
　
２
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時

開
会（
午
前
８
時
半
受
け
付
け
開
始
）

◦�

会
場
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

◦�

内
容
　
小
中
高
生
に
よ
る
意
見
や

実
践
発
表

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎（
43
）１
１
５
０

 

山
鹿
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
放
送
大
学
で
は
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
の

幅
広
い
世
代
、
約
８
万
５
千
人
の
学

生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ

り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
視
聴
す
る
、
ま
た
、
講
師
か
ら
直

接
受
け
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

 

放
送
大
学
入
学
生
募
集

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。
放
送
授
業
１
単
位
の
授

業
料
は
６
千
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授

業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
資
料

は
無
料
で
す
の
で
、
左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
、
お
気
軽
に
電
話
で
請
求

く
だ
さ
い
。

◦
出
願
期
限
　
３
月
11
日
㈫

問�

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０ ▲放送大学

〜
４
時
（
午
後
１
時
半
受
け
付
け

開
始
）

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
　
ひ

だ
ま
り
２
階
　
大
会
議
室

◦�

講
師
　
熊
本
学
園
大
学
　
社
会
福

祉
学
部
福
祉
環
境
学
科
特
任
講
師

那
須
久ひ

さ

史し

先
生

◦�

定
員
　
60
人

◦�

参
加
方
法
　
２
月
６
日
㈭
ま
で

に
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
電
話
で

の
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２ ▲申し込み

 
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ

 
ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体
の
募
集

　　

 

熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す
る

道
路
で
の
清
掃
や
除
草
、
植
栽
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し
込
み

可
能
で
、
ご
み
袋
や
軍
手
な
ど
の
支

給
、
清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険

の
加
入
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
熊
本
県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

　
職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓

練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が

必
要
で
す
。

◦�

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

◦�

訓
練
科
目
（
実
施
期
間
）

　�

Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科
（
企
業

実
習
付
き
）・
電
気
設
備
施
工
科

（
企
業
実
習
付
き
）・
組
込
み
マ
イ

 

職
業
訓
練
生
募
集

コ
ン
技
術
科
（
３
月
４
日
㈫
〜
８

月
28
日
㈭
）

　�

溶
接
加
工
科
・
電
気
設
備
サ
ー
ビ

ス
科
・
生
産
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
科
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
・
ビ

ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
（
も
の
づ
く

り
ス
タ
ー
ト
訓
練
）（
３
月
４
日

㈫
〜
９
月
26
日
㈮
）

※�

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦�
募
集
期
間
　
１
月
６
日
㈪
〜
23
日
㈭

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池（
訓
練
担
当
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

▲山鹿市
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お
知
ら
せ

 
令
和
６
年
度

 

第
１
回
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

講
座
を
開
催

　　
本
年
度
に
新
た
に
製
作
し
た
鞠
智

城
堀
切
門
跡
の
現
地
形
模
型
を
活
用

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
「
古

代
山
城
鞠
智
城
」
に
つ
い
て
探
求
し

ま
す
。

◦�

テ
ー
マ
　
鞠
智
城
の
城
門
構
造
技

術
を
考
え
る
２

◦�

日
時
　
１
月
26
日
㈰
　
午
後
１
時

半
～
３
時
40
分

 
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

　　
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
た
り
、
も

の
づ
く
り
を
し
た
り
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。家
族
や
子
ど
も
会
な
ど
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
１
月
25
日
㈯
　
午
前
10
時

～
午
後
４
時

◦�

会
場
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町

８
︲
９
　
テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
９

階
・
10
階
）

◦�

内
容

　
・
も
の
づ
く
り

　�

　
ど
ん
ぐ
り
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ク
ラ

フ
ト
く
み
ひ
も
人
形
、
流
木
ス
ト

ラ
ッ
プ
、缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
な
ど
。

　
・
体
験

　�

　
ボ
ッ
チ
ャ
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

昔
話
、
肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
、

昔
遊
び
、
半
導
体
体
験
な
ど
。

◦�

参
加
方
法　
当
日
受
け
付
け
（
一

　
熊
本
労
働
局
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
、
半
導
体
関
連
企
業
へ
の
就
職
を

お
考
え
の
人
や
興
味
が
あ
る
人
向
け

に
、
企
業
説
明
お
よ
び
就
職
相
談
会

（
約
40
社
予
定
）
を
開
催
し
ま
す
。

職
業
訓
練
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

◦�

日
時
　
１
月
31
日
㈮
　
午
後
1
時

～
４
時
（
正
午
受
け
付
け
開
始
）

◦�

会
場
　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
益

城
町
福
富
１
０
１
０
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
０
９

 
半
導
体
関
連
企
業
説
明
お
よ

 
び
就
職
相
談
会

部
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。）

◦�

参
加
費
　
ブ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
材

料
費
（
１
０
０
円
〜
３
０
０
円
程

度
）が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
熊
本
県
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
６（
３
５
５
）４
３
１
２

　
　（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
5
時
）

▲熊本県生涯
　学習推進
　センター

 

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

熊
本
県
・
菊
文
研
文
化
財
講
座

「
甦
れ
！
　
熊
本
の
宝
」

　
文
化
財
専
門
員
に
よ
る
、
最
新
の

文
化
財
に
関
す
る
研
究
調
査
の
成
果

な
ど
を
紹
介
す
る
全
10
回
の
歴
史
講

座
で
す
。

◦�

日
時
　
１
月
19
日
㈰
　
午
後
１
時

半
〜
３
時

◦�

演
題
　
甦
れ
！
熊
本
の
宝
Ⅶ
「
熊

本
城
跡
」

◦�

講
師
　
熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
　
三
好
栄え

い

太た

郎ろ
う

氏

◦
場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

参
加
費
　
無
料

◦�

定
員
　
80
人
（
先
着
順
　
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
）

※�

詳
し
く
は
、
県
立
装
飾
古
墳
館
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

県
立
装
飾
古
墳
館☎（

36
）２
１
５
１

　（�

月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

◦�

会
場
　
菊
鹿
地
区
公
民
館
　
大
会

議
室

◦�

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
・
電

話
や
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
も
し
く

は
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
）

◦�

講
師

　�

九
州
歴
史
資
料
館
埋
蔵
文
化
財
調

査
室
　
吉
田
東と

う

明め
い

室
長

　�

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館 

文
化
財
整
備
交
流
課
　
宮
崎
敬た

か

士し

課
長

【
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

◦�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
歴
史
公
園

鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
　
長
谷
部

善よ
し

一か
ず

館
長

◦�

パ
ネ
リ
ス
ト
　
吉
田
室
長
、
宮
崎

課
長

問
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

　
　
　
　
　
　
　
☎（
48
）３
１
７
８

　（�

月
曜
休
館
・
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
、
翌
日
休
館
）

▲鞠智城
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〈 

有
料
広
告 

〉

定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10時〜正午
  ※�司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

  ※相談時間は１回 30分です。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）  １月 20日㈪　※要予約
②法律相談　１月 27日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
◯一般相談　１月９日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
◯一般相談　１月８日㈬

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
①一般相談　１月７日㈫
②法律相談　１月 28日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
①一般相談　１月 10日㈮
②司法書士相談（登記関係）
　　　　　　１月 24日㈮　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134
◦日時　１月 14日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①保育士　19万円〜
②一般事務　16万 7200 円〜
③美容師　19万 200 円〜
④葬祭業務員　18万円〜
⑤自動車部品製造（溶接オペレー
　ター）　17万円〜
⑥ダンプ運転手　21万 9450 円
⑦工場敷地内の清掃員
　16万 8118 円
⑧農場内での捕鶏業務　16 万８千円
【パートタイム】　（時間額）
①看護職員　1300 円〜
②陶芸体験スタッフ　952 円
③歯科衛生士　1300 円〜
④和菓子・洋菓子の販売　980 円〜
⑤魚をさばけるキッチンスタッフ
　1200 円
⑥デイサービス調理員　1100 円〜
⑦交通誘導警備員　1250 円
⑧製造職および製造補助　千円〜
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。２月の予約を１月６日
㈪の午前８時半から受け付けます。
【２月相談日】※要予約☎ (43)1576
12 日㈬、19 日㈬、26 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約もできます。
（�右の二次元コードを読み
取ってください）

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　�１月 23 日㈭　　　　　　
午後１時半〜４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。

問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

専門の相談員が対応します。
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　１月８日㈬、15日㈬、
　　　　22日㈬、29日㈬
　　　　午前９時～ 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　１月 21日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　１月７日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　１月 28日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　１月 14日㈫
　　　　午後１時半～３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
なお、各施設ともに1月1日㈷から１月３日㈮は、
年始につき休業になります。

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 

 

お
知
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11 問市民課　☎(43)1169

うぶごえうぶごえ

お く や みお く や み

およろこびおよろこび

山　鹿
　山　鹿

▲
大森　禮子さん(82)　浦田　安子さん(92)

　　　　　大島　仁美さん(55)　山野　　守さん(76)
　　　　　國武ミドリさん(99)　木村　春美さん(101)
　米　田

▲

池上　和男さん(95)　西村テル子さん(95)
　　　　　井寺ユキ子さん (103)
　川　辺

▲

古閑　尚人さん (96)
　八　幡

▲

黒田　　勇さん(74)　望月　　收さん(93)
　　　　　山下　　崇さん(75)　浅田由　子さん(89)
　　　　　小松シズコさん (98)
　平小城

▲

吉岡喜美代さん(93)　杉本キミヱさん(93)
　三　岳

▲

黒田　文子さん (85)
　三　玉

▲

松尾　サヨさん(92)　渕上　孝則さん(78)
　大　道

▲

内藤　　睦さん(92)　春木　文雄さん(95)
　　　　　髙松　進次さん (78)
鹿　北
　岳　間

▲

松本　由幸さん(61)　平田　照代さん(73)
　岩　野

▲

野中　利美さん (84)　

　広　見

▲

宮本千枝子さん(77)　白木　友博さん(95)
　　　　　鹿瀬島郁子さん(89)　白木　幸子さん(93)
　　　　　平井モゝエさん (92)
菊　鹿
　内　田

▲

村上　哲也さん(85)　竹元フキミさん(90)
　　　　　児玉　光明さん(91)　富田　文香さん(98)
　　　　　原口　　徹さん(69)　渕上セツコさん(98)
　六　郷

▲

淺香ツヤ子さん(99)　月足　光和さん(92)
　城　北

▲

坂本　四德さん (86)
鹿　本
　来　民

▲

上田トミ子さん(99)　太田　秀子さん(81)
　　　　　猪口タマ子さん (95)
　稲　田

▲

佐伯千代子さん(93)　早田トモ子さん(95)
鹿　央
　千　田

▲

榮　　　文さん(78)　小田　照子さん(92)
　米野岳

▲

佐伯　誠治さん(68)　佐伯　一德さん(84)
　　　　　谷口　倶美さん (93)
　山　内

▲

一安　博幸さん (86)

山　鹿
　山　鹿

▲

石川廉太郎さん♥水野　未琴さん
　　　　　戸上　凌綺さん♥中山　実優さん
　　　　　川内　瑛輔さん♥田尻あゆみさん
　　　　　吉川　　陸さん♥川口　　恋さん
　　　　　守屋　数人さん♥池田　響乃さん
　米　田

▲

髙山　桂輔さん♥吉田　真紀さん

※11月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

　大　道

▲

江藤　　凜
りん

さん　德永　凪
なぎ

さん
　　　　　渕上　空

す

依
い

さん
菊　鹿
　内　田

▲

古家凪
な

梛
な

花
か

さん　
鹿　本
　来　民

▲

村上　流
る

風
か

さん
　中　富

▲

坂井　朝
あさ

咲
き

さん　荻原　果
か

椰
や

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

鈴木　詠
うた
葉
は
さん　鈴木　楓

ふう

梨
り

さん
　　　　　中川　翔

と

葵
き

さん　山口　美
み

月
づき

さん
　　　　　河村　依

い

旺
お

さん　芦田　　然
ぜん

さん
　　　　　内野　晴

はる

日
ひ

さん
　八　幡

▲

丸山　叶
か の ん

愛さん
　三　岳

▲

島田　紬
つ

衣
い

さん　大薮　颯
ふう

大
た

さん
　三　玉

▲

木庭　清
さや

花
か

さん

　大　道

▲

松村　雄大さん♥関　　茉鈴さん
　　　　　野口　俊彦さん♥薮内　裕子さん
鹿　北
　岩　野

▲

谷川　真政さん♥玉田　真弥さん
鹿　央
　米野岳

▲

外山　歩暉さん♥工藤美沙姫さん

紀
 

お
知
ら
せ



山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園・小中学校
・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　本年度、本校は開校 150 周年を迎えます。本校は明
治 7(1874) 年に開校し、これまで６千人を超える卒業
生を輩出し、地域と共に子どもたちの夢や希望を育ん
できました。
　令和６年４月に学校運営協議会を設置し、150 周年
の記念事業を進めています。７月には人文字作成やバ
ルーンリリースを行い、ド
ローン撮影した映像を配信
するなど、新聞やインター
ネットを利用して広報活動
を行っています。また、9月
には PTAの全面協力で、資
源回収に取り組みました。
　10 月 20 日には「150 周年記念大運動会」を開催し
ました。前日からの雨で 1日延期しての開催でしたが、
地域や保護者と学校が一体となって運動場整備を行
い、子どもたちの活躍の場を整えるなど、準備段階か
ら三玉の地域の力が発揮されました。当日はさわやか
な秋晴れの下での運動会となり、子どもたちは精一杯
競技に取り組み、赤白対抗の応援合戦や表現で素晴ら
しいパフォーマンスを見せてくれました。そして 150

周年記念運動会として、子どもたちが地域の皆さんと
「大玉転がし」や「山鹿灯籠踊り」を一緒に楽しむこと
もできました。一生懸命競技に取り組む子どもたちを、
三玉の皆さんが笑顔で応援してくださいました。地域
と一体となった素晴
らしい運動会になり、
誰もが大満足の１日
となりました。
　記念事業は「150
周年記念事業実行委
員会」が地域と学校および PTAをつないで進めていま
す。また、実行委員会では「盛り上げ隊」を募り、保
護者や地域の皆さんのアイデアを取り入れながら事業
を進めています。２月 15 日㈯には、三玉小 150 年の
歴史を振り返り、これからの未来へつないでいく「三
玉小学校 150 周年記念行事」を開催します。
　当日、多くの卒業生や地域の皆さん、三玉小に関わっ
てくださっている全ての皆さんに来場いただき、みん
なで三玉小学校の 150 歳をお祝いしたいと思います。
皆さんのお越しをお待ちしております。

三玉小学校　☎ (43)1177

三玉小学校データ　北山綾
あ や

校長　全校児童　169 人

みんなで　たのしく　まなびあう　三玉っ子

記念大運動会での大玉転がし

150 周年記念の人文字

アップデート芋ほり遠足

　芋ほり遠足は、子どもたちが大好
きな秋の恒例行事です。毎年お世話
になっている菊池市の田中さんの畑
で、本年度も芋ほりを行いました。
子どもたちは手袋をはめて土の中か
ら大きなサツマイモを掘り出し、そ
の成果に大喜び。掘ったサツマイモ
を手に、笑顔で写真に写る姿が印象
的でした。自分たちで掘った芋は給

食で食べました。がんばっ
て掘った芋の味は格別で、
自然の恵みを感じながらい
ただきました。後日、保育
活動の中で芋を使った「芋
スタンプ」に挑戦しました。
芋の断面に絵の具をつけて

紙に押すと模様が浮かび楽しいアートに。自然の素材
を生かした手作りの楽しさを
感じる一日でした。食育の一
環として、実際に自分の手で
収穫することにより自然や作
物に対する興味や感謝の気持
ちが育まれ、食物の大切さを
芋ほりを通じて感じることが
できました。　　　　　　　　　保育教諭　北野千

ち

映
あ き

　コロナ禍の卒業。あこがれの保育士になったけれ
ど活動も遊びもなかなかできなかった。２年目には
就学前部会の担当になった。気持ちは溢れるほどあっ
ても思いはなかなか伝わらない日々。「なんばすると
よかと？」という子どもたちの一言から始まった公
開保育。「ここを見てもらいたい」「私は何をすれば、
どうすれば」と不安いっぱい、内心はドキドキ、でも
明るく「はっぱであそぶよ」と声かけた。子どもたち
は「ふ～ん」と意外と冷静だった。子ども一人一人の
感性が違うように、作品もそれぞれ違っていい「自己
を発揮し、遊び (おもちゃ )を選択し安心して過ごせ
る環境づくり」の大切さを再発見。初心に戻り、子ど
もたちとの関わりを深く考えることができた。

『せんせい！　こうかいほいく、わくわくしたね！』
（子どもたちの声）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当談話

三岳保育園 ☎ (43)3874

いっぱい掘るぞー！

山鹿こども園 ☎ (44)3653

たくさんとれたよー！

可愛いスタンプができたね♪
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バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

お
し
ら
せ

ひだまり図書館
「おみくじ本 2025」
　おみくじ付き本の福袋を借りて、ことし最
初の運試しはいかがですか。どんな本が入っ
ているかは開けてからのお楽しみです。おみ
くじ結果に合わせて当たるプレゼントも用意
しています。ぜひ参加ください。
こもれび図書館
ことしの干支本
　ことしの干支「巳」をテーマに ” ヘビ ”
の登場する本を紹介します。スタッフ一同、
本年も皆さまの来館をお待ちしています。

布一枚で何でも包める「ふろしき」。防災
グッズやコスプレアイテムとしても使え
る万能選手です。ふろしきを極めて暮ら
しを豊かにしませんか。

【ひだまり】【こもれび】

『ふろしきがある暮らし』
　　　　　滝野朝美 /著　辰巳出版 /出版

《生活》

人にはそれぞれ個性があるように、時間
の使い方もそれぞれ違うはず。自分に合っ
た時間の使い方を見つけてみましょう。

【ひだまり】【こもれび】

『１日５分！タイプ別診断でわかる②　
　　　きみにむいている時間のつかい方』

吉武　麻子 /著　ポプラ社 /出版

《人生訓》

図書館の情報は
こちらから

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

休 

館 

日

 ひだまり図書館
１月６日㈪・13日㈷・20日㈪・27日㈪
１月30日㈭〜２月４日㈫蔵書点検のため休館
 こもれび図書館
１月８日㈬・22日㈬・29日㈬
１月14日㈫〜19日㈰蔵書点検のため休館
 菊鹿図書室
１月23日㈭・24日㈮蔵書点検のため休館

※�年始休館（両館共通）　１月１日㈷〜３日㈮

令
和
６
年
度
　
消
防
の
絵
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

令
和
６
年
度
　
消
防
の
絵
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

　
防
火
防
災
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
と

し
で
第
42
回
を
迎
え
、
市
内
各
小
学
校
か
ら
絵
の
部
１
５
７
点
、
書
道
の

部
３
０
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
左
記
の
皆
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
11
月
14
日

に
消
防
本
部
で
表
彰
式
を
行
い
、
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

絵
の
部　
最
優
秀
賞

低
学
年
の
部

　
山
鹿
小
３
年

　
田
口
創そ

う

一い
ち

さ
ん

高
学
年
の
部

　
八
幡
小
５
年

　
時
尾
琉り

ゅ
う

聖せ
い

さ
ん

書
道
の
部　
最
優
秀
賞

低
学
年
の
部

　
め
の
だ
け
小
２
年

　
川
野
泰た

い

己き

さ
ん

高
学
年
の
部

　
八
幡
小
５
年

　
平
野
千ち

夏な
つ

さ
ん

▶
11
月
14
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
の

様
子
。左
か
ら
田
口
さ
ん
、時
尾
さ
ん
、

川
野
さ
ん
、
平
野
さ
ん

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150
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11
30

歌あり踊りあり演奏あり！
第７回　山鹿市老連健幸づくり芸能大会

11
27

大阪・関西万博で植栽展示
鹿北産の楮

こうぞ

を世界中の人へ

　菊鹿小４年の小牧優
ゆう

斗
と

さんが11月の東横インジュ
ニアゴルフオープン全国大会で３位になり、同学年の
大城戸楽

らく

さんが1月に行われるトップ・オブ・ザ・ダ
ンス（全国大会）に出場することを報告しました。大城
戸さんは「目標は優勝です！」と笑顔で話しました。

左から、大城戸さん、早田市長、小牧さん

12
5

菊鹿小の児童が躍動！
ゴルフ・ダンスで全国大会出場

左から、川原さん、安子さん、利治さん、佐々木さん、中村さん

　鹿北町の古川利
とし

治
はる

さんと安
やす

子
こ

さんが栽培している和紙
の原料となる楮が、4月から始まる万博会場の施設に植
栽されることになりました。施設の設計者である佐々木
慧
けい

さんと国内で和紙振興に取り組んでいる川原隆
たか

邦
くに

さん、
山鹿灯籠師の中村潤

じゅん

弥
や

さんの熱意により実現しました。

　11月12日に東京で開催された「第62回ミス・イン
ターナショナル世界大会」において、日本代表の植田
さん（宇土市出身）が山鹿灯籠の「金灯籠」を頭に掲
げ出場し、ミス・アジアパシフィック賞を受賞したこ
とを早田市長に報告しました。

大会での衣装を身にまとい、金灯籠を掲げ来庁

11
20

金灯籠と一緒に
植田明

め

依
い

さんミス・アジアパシフィック賞受賞
　県選抜のハンドボールチームとバレーボールチームの一
員として、全国大会に出場する選手の皆さんが表敬訪問し
ました。菊鹿中3年の栗原杏

あん

さんは「支えてくださる皆さん
へ感謝の気持ちを持って、試合では最後まで全力で戦い、
優勝できるようにがんばります」と力強く伝えました。

後列左からバレーボール（全員菊鹿中３年）の野中友
ゆう

雅
が

さん、塚
本一

はじめ
さん、栗原さん、前列左からハンドボール（全員３年）の石川

雫
しずく

さん（鹿北中）、池田絢
あや

菜
な

さん（山鹿中）、吉田梓
あずさ

さん（鹿北中）

11
21

応援してくれた皆さんに感謝
県選抜ハンドボールとバレーボール表敬訪問

演目は白石げんきクラブ（大道校区）の東京ブギウギ

　八千代座で山鹿市老人クラブ連合会の健幸づくり芸能
大会が開催され、63組の出演者が歌や踊りなどを披露
しました。多くの人が観覧し、出演者に向けて拍手や歓
声をあげて大いに盛り上がりました。最後には全員合唱
があり、会場の皆さんの元気な歌声が響きました。

　当時、鹿本高校３年生だった廣崎穂
ほ

乃
の

花
か

さん（大学
１年生）発案の「桑の葉うどん」の試食会が七

な

七
な

屋
や

山
本堂で行われ、協力した関係者が参加しました。廣崎
さんは「とてもおいしいし、桑の葉の風味も残ってい
るので、皆さんにも食べてほしい」と話しました。

11
24

高校生の発案を多くの人の協力で形に
「桑の葉うどん」試食会

左から（株）あつまる山鹿シルク（桑の葉提供）竹嵜正
しょうじ

二工場長、
廣崎さん、ヤマウチ食品（製麺・和水町）山内義

よしゆき
幸代表
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　外国人選手との交流を通して、外国人の人権や多様性
についての理解を深める目的で人権教室が開催されま
した。質問コーナーではアメリカ出身のジャメール・マクリ
ーン選手が、異なる文化を受け入れることやチームメイ
トを信じることの大切さを語りました。

マクリーン選手（右）と英語での会話に挑戦する鹿北中の生徒たち

11
５

プロバスケットボール選手と交流
熊本ヴォルターズふれあい人権教室in 鹿北中

　令和２年の集中豪雨による地滑りで被災していた津留
配水池を鶴城中グラウンド跡に移転整備する工事が完了
し、竣工式が開催されました。新しい配水池施設は配水
池やポンプ設備、自家発電装置を備えており、災害時に
も安定した水の供給を可能とする施設となっています。

竣工式の様子

11
15

安定した水の供給のために
新しい津留配水池施設が完成

 

お
知
ら
せ

　９月に開催された 2024 山梨レディースプロボウリ
ングトーナメントで優勝した今井選手が表敬訪問しま
した。同選手は、本年度の佐賀国民スポーツ大会の熊
本県代表としても奮闘され、今後について「３勝目に
向けて、第１シード入りを目指します」と話しました。

左から、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長と今井選手（山鹿中出身）

11
14

多くの応援を受けプロ２勝目
プロボウラー今井双

ふた

葉
ば

選手優勝報告

　当研究会は、市内私立保育園職員204人の会員で活動
しており、S

エス

D
ディ

G
ジー

ｓ
ズ

の日に合わせ各保育園周辺の清掃を行
いました。ピンクののぼり旗を持って活動しましたので、地
域の皆さんに声を掛けて頂きました。山鹿の子どもたちを
大切に育み、未来のために今後も活動していきます。

清掃活動をする山鹿市私立保育園保育研究会の会員の皆さん

11
9

山鹿の子どもたちの未来のために
山鹿市私立保育園保育研究会清掃活動

ウォーキングを楽しむ参加者

11
10

ウォーキングで自然を満喫！
第26 回鹿本ウォーキング大会

　道の駅水辺プラザかもとをスタート・ゴールに、家
族連れなど90人が参加し、約２時間かけてウォーキ
ングを楽しみました。さわやかな秋風の中、川沿いの
コースを歩き、参加者はゴール後に地元特産品などの
参加賞やラッキー賞を笑顔で受け取っていました。

　宮古島市との教育交流事業の一環として、山鹿市立
小中学校全校の給食で、宮古島産マグロフライを提供
しました。菊鹿小の給食の際には、早田順

じゅん

一
いち

市長と堀
田教育長が同席し、マグロフライを味わいました。児
童からは「おいしい！」と大好評でした。

給食でマグロフライを食べる菊鹿小の児童と早田市長

11
20

宮古島市との交流の味
山鹿市立小中学校で給食交流
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司
法
書
士
に
よ
る
全
国
一
斉

 
生
活
保
護
無
料
相
談
会

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

　
司
法
書
士
に
よ
る
電
話
で
の
生
活
保
護

相
談
会
を
、
全
国
一
斉
に
無
料
で
実
施
し

ま
す
。
生
活
保
護
を
受
け
た
く
て
も
申
請

の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
、
役
所
に
相
談
に

行
っ
た
が
申
請
に
至
ら
な
か
っ
た
、
病
気

や
高
齢
の
た
め
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

◦�

日
時
　
１
月
26
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

相
談
先
（
当
日
の
み
）

☎（
０
１
２
０
）０
５
２
０
８
８

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
司
法
書
士
　
吉
田)

 

☎
０
９
６（
２
４
７
）６
５
７
１

 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、秘書広報課まで連絡ください。原稿締め切りは掲載月前月の１日までです。
●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

 

わ
！
　
太
鼓
街
道
音
楽
祭
り  

豊
前
街
道
北
部
商
店
街

　
こ
と
し
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

「
招
福
万
来
　
和
太
鼓
三
昧
！
」

和
太
鼓
で
盛
り
上
げ
ま
す
！

◦
日
時
　
１
月
26
日
㈰

　
午
後
１
時
開
演
（
午
後
０
時
半
開
場
）

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
入
場
料
　
無
料

◦��

出
演
　
山
鹿
中
太
鼓
部
・
子
ど
も
落

語
教
室
・
日
本
国
際
童
謡
館
　
梅
田

麻ま

琴こ
と

・
日
本
舞
踊
　
松
尾
晃て

る

味み

・
山

鹿
太
鼓
保
存
会
・
代
継
太
鼓
保
存
会
・

必
由
館
高
校
和
太
鼓
部
・
菊
陽
武
蔵

剣
豪
太
鼓
・
大
津
太
鼓
清
流
会

　
肥
ノ
國
太
鼓
衆
　
真ま

ぐ

ま
紅
舞

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

 

八
千
代
座
冬
の
映
写
会
16  

（
一
財
）
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

　
懐
か
し
の
映
写
機
が
映
し
出
す
フ
ィ
ル

ム
映
画
を
、
八
千
代
座
の
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
来
場
者
に
は
カ
イ
ロ

を
渡
し
ま
す
。
暖
か
い
服
装
で
膝
か
け
な

ど
防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

館
内
で
の
飲
食
が
可
能
で
す
。

◦
日
時
　
２
月
１
日
㈯
　

　 

・
午
前
10
時
開
演（
午
前
９
時
半
開
場
）

　  「S

シ
ャ
ル

hall w

ウ
ィ
ー

e 

ダ
ン
ス
？
」

　
　
昼
休
憩
44
分

　
・
午
後
１
時
〜
「
死
に
花
」
休
憩
15
分

　
・
午
後
３
時
15
分
〜
「
キ
ツ
ツ
キ
と
雨
」

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
鑑
賞
料
　

　
一
般
券
（
１
作
品
）
５
０
０
円

　
通
し
券
（
３
作
品
）
千
円

◦
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ
先（
八
千
代
座
）

☎（
44
）４
０
０
４

 �

知
っ
て
る
景
色
に
新
た
な
発
見

が
あ
る
か
も 

山
鹿
フ
ッ
ト
パ
ス

山
鹿
も
て
な
し
た
い
＆
山
鹿
市
子
ど
も
会

　

歴
史
の
道
や
子
ど
も
の
頃
遊
ん
だ
場

所
、
浪
漫
を
感
じ
る
路
地
裏
を
歩
い
て
新

た
な
発
見
を
し
ま
せ
ん
か
？

◦
日
時
　
１
月
25
日
㈯
　

　
午
前
９
時
〜
11
時

◦
集
合
場
所
　
湯
の
端
公
園
（
あ
し
湯
）

◦�

コ
ー
ス　
あ
し
湯
～
さ
く
ら
湯
～
灯
籠

民
芸
館
～
金
剛
乗
寺
～
天て

ん

聽ち
ょ
うの
蔵
～
宥

明
公
園
～
八
千
代
座
～
あ
し
湯
（
秘
密

の
路
地
裏
を
抜
け
）

◦
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先

（
小
川
）
☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

（
中
満
）
☎
０
９
０（
９
０
７
７
）７
４
９
０

 �

年
始
め
の
K
O
T
O

 
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
♫温

泉
プ
ラ
ザ
山
鹿

　

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
の
新
春
五
日
市
。
こ

と
し
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
　
と
音
楽
の
お
年

玉
を
お
届
け
し
ま
す
。
鑑
賞
無
料
で
す
。

◦
日
時
　
１
月
５
日
㈰
　

　
午
前
11
時
〜
（
50
分
）

◦
場
所
　
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
3
階

　
イ
ベ
ン
ト
広
場

◦�

出
演　
こ
と
チ
ェ
ル
ト

　（
小
路
永
こ
ず
え
、
小
路
永
和か

ず

奈な

）　

◦�

曲
目　
お
正
月
〜
一
月
一
日
、

　
ふ
る
さ
と
、
さ
く
ら
、
ド
ク
タ
ー
X

　
の
テ
ー
マ
他

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
　

組
合
事
務
局
）　
　 

☎（
44
）４
７
５
９

 

教
育
を
語
ろ
う
会

中
園
優ゆ

う

子こ

国
際
教
育
研
究
所

第
４
回　
勉
強
を
し
た
く
な
る
瞬
間

　
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
一
緒
に
読

み
と
き
な
が
ら
、
い
か
に
子
ど
も
が
勉
強

を
自
主
的
に
や
り
た
く
な
る
の
か
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
１
月
19
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

◦�

場
所
　
中
園
優
子
国
際
教
育
研
究
所

（
山
鹿
市
中
１
０
０
４

−

３
）

中園優子国際
 教育研究所

八千代座

◦�

参
加
費
　
無
料

※��

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
中
園
）

　
☎（
43
）３
９
５
８
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みんなみんなのの広場広場

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835
▶前期　三岳公民館絵画教室作品展
　�有働友

ともあき

明講師の受講生が描いた四季の風景や静物など
の水彩画・油彩画を展示。
　期間：１月10日㈮〜 20日㈪
▶後期　山鹿市公民館自主講座水彩画作品展
　�服部秋

あきひこ

彦講師の受講生が描いた風景や静物などの水彩
画を展示。
　期間：１月21日㈫〜 31日㈮
◉時間：どちらも午前11時半〜午後６時
　（どちらも最終日は午後３時まで）日曜定休

１月

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004

【�見学ができない日】上記の日、および 31 日㈮は見学
できません。※ 19 日㈰午前は見学できます。また、
27日㈪〜 30 日㈭は、舞台裏見学ができます。
　八千代座見学
入館料  大人 530 円、小中学生 270 円（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時  �11 日㈯、12 日㈰、18 日㈯〜 20 日㈪、25 日㈯

（午前 10 時半開演）
※�八千代座物語の鑑賞には、別途料金が必要です。詳し
くは、山鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈷ 休　館　日 − −

８日㈬ 休　館　日 − −

19日㈰ 日本吟声流 初吟会 午後 無料

26日㈰ わ！　太鼓街道 音楽祭り 午後 無料

観光協会

 

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
・
は
っ
ぴ
ぃ

　
結
婚
し
た
い
あ
な
た
の
幸
せ
さ
が
し
の

一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
２
月
16
日
㈰
　
午
後
１
時
半
〜

◦�

対
象
　
男
性
45
歳
以
上
、
女
性
40
歳
以
上

◦�

募
集
人
数
　
男
女
各
５
人
（
先
着
順
）

◦�

場
所
　
大
津
町
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
（
大
津
町
大
津
１
１
８
９

−

２
）

◦�

参
加
費
　
千
円
（
当
日
徴
収
）
※
別
途

入
会
登
録
費
３
千
円

◦�

必
要
書
類
　
履
歴
書
、
写
真
３
枚
、
独

身
証
明
書
、
所
得
証
明
書

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
牟
田
）

☎
０
７
０（
２
６
３
２
）０
１
６
０

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838

 

地
雷
撤
去
の
た
め
書
き
損
じ

 

は
が
き
を
集
め
て
い
ま
す

（一財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を
な
く
す
た

め
、
書
き
損
じ
は
が
き
な
ど
を
集
め
て
換

金
し
、
地
雷
撤
去
団
体
に
寄
付
し
て
い
ま

す
。
は
が
き
2
〜
３
枚
で
１
平
方
㍍
の
地

雷
撤
去
費
用
に
な
り
ま
す
。

カンボジア地雷
撤去キャンペーン

▶ひらおぎカルタ原画展　
　隠れた平小城の名所・史跡を再発見！　ひらおぎカル
　タを展示。展示者：下田眞

しんいちろう

一郎さん（山鹿市）　
　期間：１月10日㈮〜 30日㈭
◉時間：午前10時〜午後４時　※月曜休館

◦�

対
象
品
　
書
き
損
じ
ま
た
は
未
使
用
は

が
き
、
未
使
用
切
手
、
未
使
用
テ
レ
カ
、

ク
オ
カ
ー
ド
な
ど

◦�

期
間
　
３
月
31
日
㈪
必
着

◦�

送
付
先
　
〒
８
１
４

−

０
０
０
２

　�

福
岡
市
早
良
区
西
新
１

−

７

−

10

−

７
０
２
　（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷

撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
宛

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ

ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

☎
０
９
２（
８
３
３
）７
５
７
５
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市
民
文
芸

市
民
文
芸

短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

俳
　
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
十
一
月
例
会

●
藤
本
白
扇
選

ほ
ん
に
よ
か
　
日
本
は
や
っ
ぱ
ユ
ー
ト
ピ
ア

荒
木
又
衛
門

雀
の
涙
　
昔
は
利
子
で
潤
っ
た

廣
瀬
　
一
舟

ほ
ん
に
よ
か
　
心
美
人
の
息
子
嫁

長
瀬
　
狂
介

急
ピ
ッ
チ
　
手
抜
き
作
業
に
な
ら
ん
ご
つ

戸
田
　
蔵
人

ほ
ん
に
よ
か
　
う
ち
ん
嫁
御
は
世
界
一

大
山
　
卯
吉

●
川
上
火
男
選

急
ピ
ッ
チ
　
大
丈
夫
か
い
新
総
理

永
野
　
お
節

ホ
ッ
ト
し
て
　
油
断
し
と
っ
と
怪
我
す
る
ぞ

　
　
　
竹
下
　
賀
松

ホ
ッ
ト
し
て
　
家
の
近
く
で
事
故
っ
と
る

宮
川
ホ
メ
子

あ
っ
け
な
い
　
住
み
な
れ
た
家
く
ず
れ
去
り

稗
田
　
　
恵

急
ピ
ッ
チ
　
瓦
礫
の
下
に
あ
る
命

五
十
嵐
竜
五
郎

鹿
北
河か

鹿じ
か

会
　
十
月
例
会

●
互
選
句

も
う
よ
か
ろ
　
乾
杯
ま
で
の
待
ち
な
が
さ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
ひ
ろ
み

す
び
く
な
あ
　
年
に
は
か
て
ん
足
袋
は
か
に
ゃ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
千
鶴
子

秋
じ
の
　
昔
し
ゃ
一ひ

と

月つ
き

今
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
正
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

淀
み
た
る
堰
の
枯
葉
や
芭ば

蕉し
ょ
うの

忌
　
　
　
木
庭
美
千
代

蜜
柑
山
海
の
向
こ
う
に
湯
の
煙
　
　
　
　
安
達
　
信
子

晴
れ
姿
嫁
入
り
見
た
し
七
五
三
　
　
　
　
飯
川
　
貞
子

時
雨
忌
や
役
者
の
眼
輝
き
ぬ
　
　
　
　
　
岩
井
　
照
代

山
鹿
俳
句
会
　
十
二
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

ゴ
ク
と
飲
む
郷さ

と

の
湧
水
寒
の
水
　
　
　
　
松
下
　
圭
士

菊
人
形
此こ

こ々

一
番
の
見
栄
を
切
り
　
　
　
角
田
　
紘
子

落お
ち

葉ば

径み
ち

服
を
着
せ
た
る
犬
に
逢
ふ
　
　
　
山
村
　
恵
子

鹿
本
町
短
歌
会
　
十
一
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

名
月
の
光
の
下
で
ほ
の
白
く
開
花
準
備
を
す
る
か
朝
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

言
葉
で
は
表
現
し
難
し
ビ
ュ
ー
ラ
ー
の
カ
ー
ブ
の
よ
う
な
こ
の
微
妙
さ
は
　
中
村
　
友
子

「
見
て
見
て
」
と
窓
よ
り
三
日
月
指
さ
し
て
夕
空
見
上
ぐ
を
さ
な
児ご

と
吾わ

れ 

　
中
山
　
秀
子

石
人
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

梅
雨
入
り
の
宣
言
あ
る
や
し
と
ど
降
る
今
宵
や
さ
し
く
受
け
入
れ
る
雨
　
　
黒
田
　
光
子

色
と
音
夜
空
に
展ひ

ら

き
吾あ

子こ

が
言
う
「
花
火
が
歌
を
歌
っ
て
い
る
ね
」 

　
　
　
米
原
　
秀
一

新
し
き
住
居
の
鏡
フ
イ
ル
ム
を
は
が
し
て
朝
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
す
る
　
　
　
堀
田
　
恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

峠
道
わ
が
手
を
と
り
て
く
れ
る
子
に
米
寿
を
迎
え
し
胸
に
花
咲
く
　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

手
に
取
れ
ば
ま
だ
温
か
き
こ
の
骨
を
君
の
憧
れ
し
湖
に
沈
め
む
　
　
　
　
　
上
田
　
義
之 

一
人
身
の
趣
味
を
愉
し
む
日
日
な
れ
ど
夢
に
女
の
残
り
火
想
う
　
　
　
　
　
古
川
　
恵
子 

菊
鹿
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

見
事
な
る
真
昼
の
よ
う
な
満
月
を
夫
と
仰
ぐ
神
無
月
夜
に
　
　
　
　
　
　
　
長
野
　
節
子 

木も
く

犀せ
い

の
香
り
気
高
き
夕
ま
ぐ
れ
な
ぜ
に
涙
で
く
も
る
月
影
　
　
　
　
　
　
　
渕
上
ヨ
シ
子

信
頼
や
不
安
に
根
拠
は
要
ら
な
い
と
　
信
じ
る
我
に
も
根
拠
な
し
　
　
　
　
吉
田
　
　
誠

三
岳
短
歌
会
　
　
十
一
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

干
し
柿
に
せ
む
三
十
個
渋
柿
の
皮
む
く
ま
で
の
つ
や
や
か
な
朱
よ
　
　
　
　
巣
山
志
津
子

蒼
天
に
同
化
し
て
ゆ
く
飛
行
機
雲
直
ぐ
な
る
線
も
徐
々
に
解
け
て
　
　
　
　
田
中
美
千
代

茎
た
て
て
咲
く
石つ

は

蕗ぶ
き

の
黄
の
花
を
ゆ
ら
し
て
飛
べ
り
白
蝶
ひ
と
つ
　
　
　
　
戸
次
　
幸
子
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いよいよリーグ戦が再開！
１月のゲームスケジュール １月 18 日㈯のホーム戦は

熊本県立総合体育館での開催
13日㈷　午後２時〜　沖縄県・沖縄市体育館
　　vs ザ・テラスホテルズ　ラティーダ琉球

18日㈯　午後１時〜　熊本県立総合体育館
　　vs プレステージ・インターナショナル
　　　　　　　　　　　　アランマーレ富山

24日㈮　午後６時半〜
　　　　　 鹿児島県・霧島市国分体育館
　　vs ソニーセミコンダクタマニュファクチャ
　　　 リングブルーサクヤ鹿児島

年の初めの大盤振る舞い！！この日限り！！

福袋発売
します！

詳しくは随時公式ホームページ・
公式インスタグラムで公開します！
お見逃しなく！

熊本ビューストピンディーズU ｰ 12/U ｰ 15

新規メンバー募集中！！
U ｰ 12
小学３年生（新４年生）〜小学５年生（新６年生）の男女
U ｰ 15
小学６年生（新中学１年生）〜中学２年生（新３年生）の男女

詳しくは公式ホームページをご覧ください！

Let's play handball!!Let's play handball!!

ホーム戦

※当日は駐車場がありませんので、公共交通機関を利
　用いただき、ご来場ください。

最高のスタッフ、充実した施設の中で自身の可能性を高めてみませんか？／ ／



■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
秘
書
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
　
〒
861-0592

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987

番
地
3　

　
　
　
　
　
　
☎
0968（

43）1110　
�
0968（

44）0373
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.yam

aga.kum
am
oto.jp

2025
（

令
和

７
年

）　January　
N

o.289
１

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
　決めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 44 人減りました 48,036 人
男性 12 人減りました 22,741 人
女性 32 人減りました 25,295 人
世帯数 15 世帯減りました 21,994 世帯
〜14歳 11.2 ％ 5,366 人
15歳〜64歳 49.6 ％ 23,834 人
65歳〜 39.2 ％ 18,836 人

11 月末現在 ( 増減は前月末比 )

読 の ひ ろ ば
市民の皆さんからの投稿欄市民の皆さんからの投稿欄

者
　山鹿市地域婦人会連絡協議会（会長：松尾和

かず

子
こ

、会員104人）では、
命を大切にして、人づくりや地域づくりを進めることを目標に、市民の
皆さんが安心・安全で豊かな毎日を送ることができるように、子どもた
ちの健全な育成、福祉の増進、生活環境の保全、交通安全の推進などの
事業に取り組んでいます。
　８月４日には、30人の会員が参加して八千代座の清掃（館内の雑巾が
けなど）を行いました。これは、当会が八千代座に平成13年に緞

どん

帳
ちょう

を寄
付して以来続いている行事で、灯籠まつりを前に観光客を温かく迎える
ために行っているものです。
　９月30日には、秋の交通安全運動で国道３号と325号が交わる交差点
に会員28人が立ち、のぼりや横断幕、交通安全の標語が書かれたプラカ
ードなどを掲げ、ドライバーや歩行者に交通安全を呼びかけました。
　この他にも、ゴキブリ駆除のホウ酸団子作りや灯籠踊りの指導、75歳
以上の敬老会のお世話など、さまざまな事業を行っています。

山鹿市広報部員、募集中！

　皆さんの身近な話題や気になる情報、イベントなど、隠れた地域の魅力を広報紙で発信してみませんか ?詳しく
は問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　問�秘書広報課広報係　☎ (43)1110

細かいところまで丁寧に清掃しています

交通安全に一役買いました投稿者：山鹿市地域婦人会連絡協議会事務局

あ
と
が
き

♠
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
と
し
も
広
報
や

ま
が
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
さ
て
、
皆
さ
ん
は
お
正
月

を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

す
か
？
　
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
人

や
仕
事
の
人
、
さ
ま
ざ
ま
だ
と

思
い
ま
す
。
私
は
熊
本
市
の
実

家
に
帰
省
し
、
家
族
で
山
鹿
の

お
い
し
い
も
の
を
い
た
だ
い
て

過
ご
し
ま
す
。「
お
正
月
く
ら

い
ぐ
う
た
ら
す
る
ぞ
！
」
と

思
っ
て
も
、
正
月
太
り
が
怖
く

て
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

元
旦
か
ら
近
所
の
公
園
を
１
時

間
ほ
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

お
と
と
し
は
熊
本
城
ま
で
往
復

約
10
㌖
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

し
た
。「
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
物
事
は
初
め
が
大
切
で

す
。
こ
と
し
も
元
旦
か
ら
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
過
ご
し
ま
す
。（
猫
）

バ
ト
ン
で
す

期
待
の
新
人

次
号
は

地域
振興

地域おこし協力隊通信

ご
あ
い
さ
つ

　
令
和
６
年
　
月
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
（
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
と
し
て
着
任
し
た
中
川
敬

介
で
す
。
引
っ
越
し
て
き
た
早
々
、

着
任
５
日
後
に
番
所
の
棚
田
で
稲

刈
り
の
お
手
伝
い
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
稲
刈
り
は
、
小
学
生
以
来

の
数
十
年
ぶ
り
で
し
た
。
最
初
は
、

大
自
然
の
景
観
の
中
、
彼
岸
花
と

空
、
稲
穂
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
と

て
も
癒
さ
れ
、
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
棚
田
の
特
徴

で
も
あ
り
ま
す
が
、
機
械
が
入
ら

な
い
場
所
は
全
て
手
刈
り
で
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
も
、
前
日
の
夜
の

雨
で
足
元
は
ぬ
か
る
み
、
異
常
な

ほ
ど
体
力
を
奪
わ
れ
、
最
後
は
、

み
ん
な
疲
労
か
ら
無
言
に
な
り
な

が
ら
も
、
最
後
ま
で
手
刈
り
で
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。終
わ
っ

て
み
れ
ば
、
達
成
感
で
と
て
も
す

が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
日
は
、
体
が
悲
鳴
を
あ

げ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
次
は
、
も
っ
と
戦
力
に
な

れ
る
よ
う
に
体
力
作
り
か
ら
準
備

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
中
川
）

番
所
の
棚
田

稲
刈
り
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す
け

け
い


